
第４回会議の開催状況
第１ 開催月日

令和５年２月１３日（月）

第２ 出席者
協議会 委員 ４名
警察署 署長、副署長、総務会計課長、生活安全刑事課長、地域交通課長、

警備課長 ６名

第３ 議事の概要

１ 業務説明等
警察署から
・ 業務推進状況

について説明がなされた。

２ 諮問事項の説明
警察署から令和４年度の諮問事項
・ 特殊詐欺被害防止対策

について説明がなされた。

３ 答申
警察署協議会から諮問事項について「管内の特殊詐欺被害件数が減少したこと

から、各種対策の効果はあった。今後も、特殊詐欺被害対策の継続を期待する」
旨の答申がなされた。

４ 諮問事項に関する意見
(1) 地域社会が一丸となった防犯活動について

委員から「昨今の広域強盗事件も特殊詐欺グループが関与していると報道さ
れているが、高齢者を狙った犯罪は、警察だけでなく地域社会が一丸となって
防がなければならない」旨の意見がなされ、警察署から「引き続き地域の防犯
ボランティアや各種行政機関等と連携した防犯活動を継続・強化していく」旨
の回答がなされた。

(2) 一歩先を行く啓発活動について
委員から「様々な手口で新たな犯罪が発生していることから、一歩先を見据

えた広報啓発活動も必要ではないか」旨の意見がなされ、警察署から「特殊詐
欺を始め犯罪は日々多様化しており、時代の変化に対応した効果的な広報啓発
等に努める」旨の回答がなされた。

(3) 架空料金請求詐欺の被害者について
委員から「若い人も架空料金請求詐欺の被害にあっているのか」旨の質問が

なされ、警察署から「インターネットの利用が多い２０歳代の被害が約１割を
占めている」旨の回答がなされた。

５ その他の意見
(1) 寒波の影響について

委員から「年末と１月末に寒波が襲来したが、業務にどのような影響があっ
たか」旨の質問がなされ、警察署から「年末は、交通事故が多発するなど、対
応に苦労したが、１月末の寒波時は、前回の教訓を踏まえ、事前の広報啓発等
に万全を期していたことから、大きな混乱等はなかった」旨の回答がなされた。

(2) 外国人旅行者について
委員から「レンタカーで移動する外国人旅行者が多いが、大雪で高速道路や

国道が通行止めになった時は、トラブルはなかったか」旨の質問がなされ、警
察署から「行き場がなくなった外国人旅行者については、町内の宿泊施設等に
協力を求めるとともに、警察署で休憩させた者もいた」旨の回答がなされた。


